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の 2人（工学部 3年の市川大輔クンと経済学部 3年の下村鷹也
クン）。（2015 年）
写真７：
法面の植樹のためのフェンスに使う杭を作る早稲田大学 2年の
齋田悠平クンと目白大学 1年の仲村秀帆クン。（2015 年）
写真８：
9 月の法面土木作業と植樹祭には、戸山団地の方々も参加した。
（2015 年）
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写真９：
ツバキの実を臼で搗き粉砕し、蒸籠で蒸したものをキリンで絞
めて油を搾る。このケヤキ製のキリンは津波で流失。（震災前）
写真 10：
昭和 30 年、熊野神社での前浜地区敬老会の写真。右端の囲み
円が曾祖父の畠山直作。その家はこのオグマンサマの直ぐ裏に
あった。ケヤキを透して海が見えた。直作にとってここは、海
や自然の声を聴き、生活や生業と係わる大切な場所だったのか
も知れない。
写真 11：
海岸沿いの小高い丘や畑の中にあるこんもりとしたツバキ林の
墓標群。（2011 年大谷）
写真 12：
海縁に立つ神社や岬の突端の祠などを女たちは参詣巡った。
しかし、そんな姿も今ではほとんど見られなくなった。（左：
2012 年大谷の崎明神，右：2003 年前浜の熊野神社）
写真 13：
手長山など里海を望む日高見のハヤマを、女たちは魚を携えて
遊行し、岩倉神社へと至った。そのことを記憶する方々も少な
くなった。（2012 年）
写真 14：
樹齢 100 年と言われる黒澤神社のコブシの大木がマリンセン
ターの大黒柱（写真中央）。（2013 年）
写真 15：
テナガサマ伝説は、その日高見の翠屏を越え、奥羽山脈の最上・
黒澤へと展開し始めた。（2014 年）
写真 16：
山形県最上町黒澤の神社で、ツバキの植樹をする前浜住民。
（2015 年）
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C）ツバキ油の伝統継承と普及啓発
・キリン絞め搾油法の伝統継承ワークショップ
◇期待される効果
A）「椿の森」グリーンインフラの形成
・地元植生による防災と減災：防潮林，防風林，法
面補強
・魚付林，保健林，椿油原料供給林，その他気象緩
和効果
・三陸ジオパークのサイト化
・震災復興国立公園「潮風トレイル」へのツバキ隧
道の提供
B）魚付林を背景としたブランディング
・前浜ブランドの海産物…地域アイデンティティの
補強
・住民による森林管理と浜の清掃活動など
・環境改善と経済的メリット連関についての住民意
識の向上
・「新しい漁師の姿」その生業・生活スタイルの模索
C）生態系サービス向上による生活改善
・椿の森の多様なサービスを活かした持続可能な高
齢社会の創出
・漁の労働生産性の向上と地産地消…貧血的地域経
済の改善
D）市民住民参加型の活動
・地域社会の健全性，社会関係資本…互酬性，災害
対応能力の維持
・地域社会間（ex.山形県最上町），大学，NPOとの
協働の推進
E）高齢者の社会参加，知恵と伝統技術の活用
・知恵と経験を伝える…伝統技術の継承とサバイバ
ル学習
・社会参加による健康寿命の伸長…「津波テンデン
コ」の前提
・WAVOCと戸山シニア活動館の育苗…地域福祉と
被災地の連携
　付　　記
　本稿は，2015年４月28日に東北学院大学泉キャン
パスで行った特別講義と，次の２つのエッセイをも
とに構成したものです。
千葉　一（2015）：前浜，椿の森プロジェクト：エ
コロジカルな伝承の未来のために，BIOCITY,61,
pp.66 ～ 73
千葉　一（2014）：海浜のあわい：巨大防潮堤建設に
反対する個人的理由。震災学，Ⅳ.pp.135 ～ 143
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プロフィール：
　東北学院大学など非常勤講師，同志社大学文化遺
産情報科学研究センター共同研究員，TBCラジオ・
ニュース解説者，大谷・大漁唄い込み保存会理事，
気仙沼市震災復興市民委員会委員。専門は南アジア
地域文化研究，宗教経済論。現在，宮城県気仙沼及
び石巻地域の復興支援のかたわら，インダス文明の
調査・発掘に携わっている。
